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年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
で
色
々
な
暮
ら
し
の
問
題
で
の
お
困
り
ご

と
な
ど
、ぜ
ひ
、お
気
軽
に
、お
近
く
の
日
本
共
産
党
の
事
務
所
や
、地
方
議
員
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

日
本
共
産
党
は
来
年
夏
の

参
議
院
選
挙
で
二
つ
の
目
標
に

挑
戦
し
ま
す
。

　

第
１
は
、
市
民
と
野
党
の
共

闘
を
発
展
さ
せ
、
改
憲
勢
力
３

分
の
２
獲
得
を
許
さ
ず
、自
民
・

公
明
と
そ
の
補
完
勢
力
を
少

数
に
追
い
込
む
こ
と
。全
国
32

の
１
人
区
は
、最
大
限
、野
党
統

一
候
補
を
擁
立
し
、そ
の
勝
利
を

め
ざ
し
て
た
た
か
い
ま
す
。

　

第
２
は
、
反
転
攻
勢
で
日
本

共
産
党
の
躍
進
を
か
ち
と
る
。

衆
議
院
４
１
６
万
票
を
起
点

に
、比
例
で
６
５
０
万
票
、10
％

以
上
獲
得
、
５
議
席
を
絶
対
確

保
し
ま
す
。

　

選
挙
区
選
挙
は
全
複
数
区

で
候
補
者
を
擁
立
し
、
東
京
の

現
有
議
席
絶
対
確
保
、
前
回
、

議
席
を
獲
得
し
た
京
都
、
埼

玉
、
惜
敗
し
た
大
阪
、
神
奈
川

な
ど
で
議
席
増
に
挑
戦
し
ま

す
。

４
つ
の
課
題
に

　

す
ぐ
取
り
組
み
ま
す

①
国
民
の
苦
難
軽
減
が
立
党

の
原
点
。消
費
税
５
％
減
税

な
ど
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
全
力
。

②
自
民
、
公
明
、
維
新
な
ど
の

改
憲
ス
ト
ッ
プ
「
憲
法
改
悪

を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」
に

取
り
組
み
ま
す

③「
２
０
３
０
戦
略
」気
候
危
機

打
開
の
国
民
的
共
同
を
広

げ
ま
す
。

④「
男
女
賃
金
格
差
の
是
正
」

な
ど
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
求

め
る
運
動
を
広
げ
、
国
政
の

中
心
課
題
に
。

　

希
望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
新

し
い
日
本
を
め
ざ
す
日
本
共
産

党
へ
大
き
な
ご
支
持
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

2022夏
参院選 希望をもって暮らせる新しい日本をつくろう希望をもって暮らせる新しい日本をつくろう希望をもって暮らせる新しい日本をつくろう

５人の比例代表予定候補と担当地域 ―― ( 左から )大門みきし（近畿）、田村智子（東京･南関東）、
にひそうへい（中国･四国･九州）、いわぶち友（北海道･東北･北関東）、たけだ良介（北陸信越･東海）
５人の比例代表予定候補と担当地域 ―― ( 左から )大門みきし（近畿）、田村智子（東京･南関東）、
にひそうへい（中国･四国･九州）、いわぶち友（北海道･東北･北関東）、たけだ良介（北陸信越･東海）

元衆議院議員

梅村さえこ
1964 年愛知県生ま
れ、立命館大学卒、衆
院1期、党中央委員。

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
未
来
へ

埼
玉
選
挙
区
で
必
勝
め
ざ
す

　

来
年
夏
の
参
院
埼
玉
選
挙
区
か
ら
、
挑
戦
し

ま
す
。前
回
、
21
年
ぶ
り
に
伊
藤
岳
さ
ん
が
当

選
。改
憲
勢
力
に
埼
玉
の
議
席
を
与
え
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
！
勝
利
へ
頑
張
り
ま
す
。ま
た
、

埼
玉
選
挙
区
の
女
性
国
会
議
員
ゼ
ロ
を
変
え

た
い
！
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

参議院議員

いわぶち友
1976 年福島県生ま
れ、福島大学卒、参院
1期、党中央委員。

熱
い
心
で
原
発
ゼ
ロ
、

気
候
危
機
打
開
を

　

来
年
夏
の
参
議
院
比
例
区
で
、
北
関
東
が
担

当
地
域
に
加
わ
り
２
期
目
に
挑
戦
し
ま
す
。「
原

発
事
故
の
責
任
果
た
せ
」
と
政
府･

東
電
に
迫

り
、「
中
小
企
業
、
農
林
漁
業
は
地
域
経
済
の

柱
」
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。「
原
発
ゼ
ロ
」

「
気
候
危
機
打
開
」全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

「
全
国
は
一つ
」で
、ご
支

援
を
お
寄
せ
下
さ
い

の反転攻勢、野党共闘勝利で、改憲勢力３分の２以下にの反転攻勢、野党共闘勝利で、改憲勢力３分の２以下にの反転攻勢、野党共闘勝利で、改憲勢力３分の２以下に

「
比
例
は　
　
　
　
　

」へ

暮
ら
し
の
お
困
り
ご
と
、ぜ
ひ
、

へ



10
日
、
田
村
智
子
副
委
員
長

が
、
参
院
本
会
議
で
行
っ
た
代

表
質
問
の
う
ち「
コ
ロ
ナ
対
策
」

「
規
制
緩
和
路
線
の
転
換
」、

「
包
括
的
な
性
教
育
が
必
要
」

を
紹
介
し
ま
す
。

全
文
は
こ
ち
ら
↓

　

コ
ロ
ナ
対
策

　

田
村
氏
は
病
床
削
減
計
画
の

中
止
と「
圧
倒
的
赤
字
に
な
って

い
る
医
療
機
関
全
体
へ
の
財
政

支
援
が
不
可
欠
だ
」と
強
調
し
、

困
窮
者
へ
の
給
付
金
に
つ
い
て
、、

生
活
保
護
世
帯
の
「
収
入
認
定

か
ら
除
外
す
る
」事
と
、
子
育
て

世
帯
へ
の
「
ク
ー
ポ
ン
支
給
の
抜

本
的
見
直
し
」を
求
め
ま
し
た
。

　

規
制
緩
和
路
線
の
転
換
を

　

田
村
氏
は
岸
田
首
相
の
「
新

し
い
資
本
主
義
」
を
正
面
か
ら

た
だ
し
、
対
策
を
提
案
。「
小
泉

政
権
の
構
造
改
革―

規
制
緩
和

が
非
正
規
雇
用
を
増
や
し
、
年

収
２
０
０
万
円
に
満
た
な
い

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
、
貧
困

と
格
差
拡
大
、
経
済
の
停
滞
を

も
た
ら
し
た
」「
こ
の
規
制
緩
和

路
線
を
転
換
す
る
の
か
」
と
迫

り
ま
し
た
。

　

時
給
１
５
０
０
円
に
賃
上
げ

を
抜
本
的
に
進
め
る
た
め
、
法

規
制
で
正
規
雇
用
の
割
合
を
増

や
し
「
中
小
企
業
への
直
接
の
支

援
」
を
進
め
、
最
低
賃
金
を
全

国
一律
時
給
１
５
０
０
円
に
と
提

案
し
ま
し
た
。

　

性
暴
力
根
絶
へ

　

包
括
的
な
性
教
育
を

　

田
村
氏
は
「
性
暴
力
、
性
犯

罪
を
な
く
し
、
互
い
の
性
を
尊

重
す
る
人
間
関
係
を
築
く
た
め

に
、
科
学
的
で
包
括
的
な
性
教

育
が
必
要
」日
本
で
は「
子
ど
も

た
ち
は
公
教
育
で
性
や
生
殖
に

つい
て
の
科
学
的
な
知
識
や
、
性

に
関
わ
る
人
権
意
識
を
形
成
す

る
機
会
も
な
い
ま
ま
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
氾
濫
す
る

暴
力
的
で
ゆ
が
ん
だ
性
の
情
報

に
触
れ
て
い
る
」ユ
ネ
ス
コ
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
も
学
び
、
公
教
育
で
の

性
教
育
の
実
践
を
求
め
ま
し

た
。

い
の
ち･

安
全
最
優
先
の
政
治
に
転
換
を

国
民
の
願
い
実
現
へ
岸
田
首
相
に
迫
る

　

９
日
、
志
位
和
夫
委
員
長

は
、
衆
院
本
会
議
で
行
っ
た
代

表
質
問
の
う
ち
、コ
ロ
ナ
対
策
、

補
正
予
算
案
、
選
択
的
夫
婦
別

姓
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

問
題
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

全
文
は
こ
ち
ら
↓

　

ワ
ク
チ
ン
前
倒
し
を

　

志
位
氏
は
、「
コ
ロ
ナ
対
策
」で

「
病
床
削
減
や
め
、
た
だ
ち
に
拡

充
に
カ
ジ
を
」き
る
。オ
ミ
ク
ロ
ン

株
に
備
え
て「
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

思
い
切
っ
て
前
倒
し
す
る
よ
う
」

求
め
ま
し
た
。

　

給
付
金
は

　

困
っ
て
い
る
方
す
べ
て
に

　
「
事
業
復
活
支
援
金
を
少
な

く
と
も
２
倍
に
し
、
家
賃
支
援

給
付
金
を
再
支
給
し
、
国
民
へ

の
公
約
を
果
た
す
べ
き
だ
」「
看

護
士
、介
護
士
、保
育
士
」な
ど

ケ
ア
労
働
へ
の
賃
上
げ
を
抜
本

的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　

大
企
業
と
軍
事
費
へ
の

　

大
盤
振
る
舞
い
を
や
め

　

国
民
の
暮
ら
し
を
守
る

　
「
半
導
体
製
造
の
台
湾
企
業

に
４
０
０
０
億
円
も
の
補
助
金

を
つ
ぎ
込
む
前
代
未
聞
の
バ
ラ
マ

キ
」や「
補
正
予
算
に
過
去
最
大

の
７
７
３
８
億
円
の
軍
事
費
」
な

ど
の
異
常
な
大
盤
振
る
舞
い
を

や
め
、「
コ
ロ
ナ
の
も
と
で
大
も
う

け
を
し
て
い
る
富
裕
層
と
大
企

業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
消

費
税
を
５
％
に
減
税
す
べ
き
だ
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

選
択
的
夫
婦
別
姓

　

改
正
案
採
択
を
す
ぐ
に

　
「
選
択
制
夫
婦
別
姓
に
反

対
」は「
自
民
党
衆
議
院
議
員
で

も
２
８
％
し
か
い
な
い
。党
議
拘

束
を
は
ず
し
て
た
だ
ち
に
民
法

改
正
案
を
採
択
」
し
よ
う
で
は

な
い
か
」と
主
張
し
ま
し
た
。

　
『
敵
基
地
攻
撃
能
力
』保
有

―
―

「
憲
法
違
反
」

　

最
後
に
志
位
委
員
長
は
、「
所

信
表
明
で『
敵
地
攻
撃
能
力
』の

『
検
討
を
進
め
る
』と
表
明
し
た

こ
と
は
極
め
て
重
大
」「
憲
法
違

反
」の「
歴
代
政
権
の
憲
法
解
釈

を
」
変
更
す
る
の
か
と
た
だ
し

「
安
保
法
制
に
続
く
立
憲
主
義

の
破
壊
、
９
条
改
憲
を
は
じ
め

と
す
る
自
民
党
改
憲
４
項
目
に

断
固
と
し
て
反
対
を
つ
ら
ぬ
く
」

こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

〇
臨
時
国
会
で
、岸
田
文
雄
首
相
の
所
信
表
明
演
説
に
対
し
て
の
日
本
共
産
党
の
代
表
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

岸
田
政
権
と
対
決
、国
政
の
転
換
せ
ま
る

命･
暮
ら
し
守
れ
、焦
眉
の
課
題
で
提
案
志
位
委
員
長

の

代
表
質
問

田
村
副
委

員
長

の

代
表
質
問

中
国
に
人
権
抑
圧
の
是
正
と

中
国
に
人
権
抑
圧
の
是
正
と

五
輪
憲
章
の
順
守
を
求
め
よ

―
―

五
輪
開
会･

閉
会
式
へ
の
政
府
代
表
の

不
参
加
は
当
然―

―

志
位
委
員
長
が
声
明

―
―

五
輪
開
会･

閉
会
式
へ
の
政
府
代
表
の

不
参
加
は
当
然―

―

志
位
委
員
長
が
声
明
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←


